
十両

和

巳

論

日

中
国
文
学
論
の
一
端

橋

)¥ 

高
橋
の
卒
業
論
文
「
『
文
心
離
龍
』
文
学
論
の
基
礎
概
念
の
検
討
」
に

筆
を
進
め
る
に
当
た
り
『
文
心
雌
龍
』
と
い
う
書
に
つ
い
て
少
し
く
説
明

し
て
お
き
た
い
。
本
書
は
上
下
篇
各
二
五
篇
の
五
O
篇
か
ら
成
る
文
学
評

論
の
理
論
書
で
あ
る
。
と
は
言
っ
て
も
当
時
(
五
O
O
年
ご
ろ
)
は
、
現

代
の
よ
う
に
創
作
と
批
評
(
評
論
)
の
分
野
が
載
然
と
区
別
さ
れ
て
考
え

ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
文
学
評
論
(
文
章
批
評
)
の
理
論
を
推
し

進
め
て
い
け
ば
、
そ
れ
は
当
然
、
創
作
論
の
機
微
に
触
れ
ざ
る
を
得
な
く

な
る
。
創
作
時
の
作
家
の
内
面
の
心
象
と
創
作
対
象
と
の
関
係
(
形
象
思

惟
)
の
機
微
を
論
理
的
に
解
明
し
え
ね
ば
、
い
か
な
る
評
論
も
印
象
批
評

の
域
を
出
る
こ
と
は
な
い
。

下
篇
冒
頭
の
神
思
篇
は
、
そ
の
解
明
に
費
さ
れ
た
一
篇
で
あ
っ
た
。
劉

拙
が
本
書
を
著
す
以
前
に
も
貌
晋
以
来
、
文
学
評
論
の
書
は
あ
っ
た
。
彼

の
念
頭
に
あ
っ
た
諸
書
は
序
志
篇
の
自
述
に
依
れ
ば
、
貌
の
曹
杢
の
『
典

論
』
中
の
論
文
、
弟
曹
植
の
書
翰
、
応
場
の
『
文
論
』
、
晋
の
陸
機
の
『
文

安

東

言尽

賦
」
、
塾
虞
の
『
文
章
流
別
志
論
』
、
李
充
の
『
翰
林
論
』
等
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
論
書
に
対
す
る
劉
蹴
の
不
満
は
次
の
よ
う
な
点
に
あ
っ
た
。
「
各

照
隅
隙
、
鮮
観
衛
路
」
「
並
未
能
振
葉
以
尋
根
、
観
澗
而
索
源
」
つ
ま
り

各
論
は
部
分
論
と
し
て
は
認
め
う
る
が
総
合
的
視
点
が
な
い
と
い
う
こ

と
、
ま
た
末
端
と
表
層
を
眺
観
し
て
い
る
だ
け
で
根
源
化
へ
の
方
法
論
が

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
前
掲
諸
論
の
う
ち
、
曹
杢
、
曹
植
、
陸
機

の
作
品
は
、
梁
の
昭
明
太
子
粛
統
の
編
纂
し
た
『
文
選
』
に
採
ら
れ
て
い
、

現
在
そ
れ
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ら
は
確
か
に
部
分
論
で
は
あ
る

が
、
陸
機
の
『
文
賦
」
が
劉
服
の
『
文
心
離
龍
」
に
与
え
た
影
響
は
、
何

人
か
の
研
究
者
が
指
摘
す
る
如
く
少
な
く
な
い
。
執
事
虞
と
李
充
の
論
は
厳

可
均
輯
の
『
全
三
国
晋
文
』
に
侠
文
が
若
干
採
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
全

貌
は
窺
い
え
な
い
。
応
場
の
『
文
論
』
は
専
論
と
し
て
の
も
の
が
あ
っ
た

か
ど
う
か
は
定
か
で
な
い
。
『
芸
文
類
緊
』
に
『
文
質
論
」
な
る
も
の
が

採
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
文
に
関
わ
る
論
で
な
い
こ
と
は
、
活
文
調
が

『
文
心
離
龍
注
」
で
指
摘
し
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
以
外

に
も
当
時
に
文
論
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
香
港
の
中
文
大
学
教
授
鏡
宗
顕
の

唱
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「
劉
間
以
前
及
其
同
時
之
文
論
供
書
考
」

|
l六
朝
丈
論
撫
侠
ー
ー
ー
か
ら

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
参
考
の
為
に
項
目
だ
け
で
も
引
い
て
お
こ
う
。
『
文

検
六
巻
』
『
博
祇
文
章
駁
論
』
『
萄
島
雑
録
文
章
家
集
叙
十
巻
』
『
郭
象
碑

論
十
二
篇
』
『
撃
虞
文
章
流
別
志
論
二
巻
』
『
李
充
翰
林
論
三
巻
』
『
顧
憧

之
晋
文
章
記
」
『
張
防
四
代
文
章
記
』
『
張
一
郎
「
摘
句
」
』
「
顔
延
之
庭
詰
」

『
王
微
鴻
宝
』
『
張
率
文
衡
十
巻
」
『
明
克
譲
丈
頼
回
巻
」
『
徐
花
文
筆
駁

論
十
巻
』
『
文
章
義
府
三
十
巻
』
「
杜
正
蔵
文
軌
二
十
巻
」
鏡
宗
願
が
言
っ

て
る
よ
う
に
中
に
は
類
書
と
紛
ら
わ
し
い
も
の
も
有
り
定
か
で
な
い
が
、

一
応
の
目
安
と
し
て
挙
げ
た
。

華
慌
な
四
六
耕
健
文
が
盛
行
を
極
め
、
音
韻
上
に
お
い
て
も
沈
約
ら
に

よ
っ
て
平
上
去
入
の
四
声
平
灰
が
発
見
さ
れ
、
文
章
文
体
に
対
す
る
関
心

が
高
ま
っ
た
の
が
六
朝
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
文
論
の
多
産

も
故
な
し
と
し
な
い
。
そ
れ
ら
の
中
に
あ
っ
て
「
体
大
而
慮
周
」
と
評
さ

れ
た
『
文
心
離
龍
」
は
、
空
前
絶
後
の
作
と
し
て
中
国
文
論
史
に
一
頭
地

を
抜
く
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
そ
の
構
成
や
内
容
は
一
体
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
?

「
蓋
文
心
之
作
也
、
本
手
道
、
師
乎
聖
、
体
乎
経
、
酌
乎
緯
、
変
乎
騒
、

。

文
之
和
船
、
亦
云
極
臭
、
若
別
論
文
叙
年
則
園
肌
区
分
、
間
始
以
表
制
、

ム

ム

釈
名
以
章
義
、
選
文
以
定
篇
、
敷
理
以
挙
統
、
上
篇
以
上
、
綱
領
明
失
、

。

至
於
割
(
剖
)
情
析
采
、
寵
圏
条
貫
、
摘
淋
池
、
図
瓶
湖
、
直
治
油
、
閲

済
同
汁
、
崇
替
於
時
序
、
褒
庇
於
才
略
、
情
懐
於
知
音
、
歌
介
於
程
器
、
長

懐
持
法
、
以
駅
群
篇
、
下
篇
以
下
、
毛
目
顕
失
」
と
序
志
篇
に
本
書
の
大

梗
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

一
読
し
て
も
直
ぐ
に
は
大
要
を
把
み
難
く
見
え
る
が
、
文
章
構
成
は
整

然
と
し
て
い
る
。
上
篇
二
五
篇
の
冒
頭
五
篇
、
原
道
、
徴
聖
、
宗
経
、
正

緯
、
弁
騒
篇
は
文
心
論
(
文
章
の
核
芯
論
)
で
あ
り
、
文
章
の
枢
紐
(
関
鍵
)

が
説
述
さ
れ
て
い
、
続
く
明
詩
篇
よ
り
書
記
篇
に
至
る
ま
で
の
こ

O
篇
は

文
筆
論
(
有
韻
と
無
韻
の
文
体
論
)
で
あ
り
、
文
章
の
綱
領
(
大
綱
)
が

説
述
さ
れ
て
い
る
。
下
篇
二
五
篇
の
神
思
篇
よ
り
序
志
篇
に
至
る
ま
で
の

篇
は
情
采
論
(
文
章
の
内
容
と
形
式
論
)
で
あ
り
、
文
章
の
毛
目
(
細
目
)

が
説
述
さ
れ
て
い
る
。
文
章
の
創
作
と
批
評
の
方
法
論
が
下
篇
に
は
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
中
国
で
文
体
と
い
う
語
は
文
筆
の
語
か
ら
も
推
察
で
き
る

よ
う
に
文
章
の
種
類
、
様
式
の
こ
と
、
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
っ
て
ス
タ
イ
ル
で

は
な
い
。

次
に
作
者
で
あ
る
劉
棋
に
つ
い
て
も
少
し
く
触
れ
て
お
き
た
い
。
彼
の

本
伝
は
『
梁
書
』
『
南
史
』
に
有
る
が
、
詳
知
す
る
に
は
龍
学
の
校
勘
考

証
の
大
家
で
あ
る
楊
明
照
の
労
作
「
梁
書
劉
紙
伝
筆
注
」
(
『
文
心
離
龍
校

注
拾
遺
」
所
収
)
に
拠
る
の
が
至
当
で
あ
ろ
う
。
ま
た
近
刊
の
牟
世
金
の

『
劉
間
年
譜
葉
考
』
も
有
用
で
あ
る
。
前
書
が
い
か
に
轍
密
精
細
の
考
証

の
下
に
成
立
し
て
い
る
か
を
知
る
に
は
、
本
書
を
実
読
願
、
つ
し
か
な
い
が
、

台
湾
の
龍
学
を
代
表
す
る
師
弟
の
二
碩
学
の
李
臼
剛
と
王
更
生
が
各
自
著

『
文
心
離
龍
斜
詮
」
と
『
文
心
雌
龍
読
本
」
の
巻
末
に
こ
の
筆
注
を
そ
の

ま
ま
襲
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
そ
の
精
賓
が
窺
え
る
。
(
李
日
剛
の
方

は
、
「
文
心
騨
龍
校
注
』
所
収
の
筆
注
)
楊
明
照
の
本
書
は
、
白
川
静
の
『
字

訓
』
「
字
統
』
を
読
む
時
の
よ
う
な
楽
し
さ
が
あ
る
。
〈
知
の
楽
し
さ
〉
と

い
う
か
〈
完
壁
な
知
性
〉
へ
の
戦
き
と
い
う
か
、
な
に
は
と
も
あ
れ
〈
知

の
深
度
と
広
茅
か
は
楽
し
く
か
つ
ま
た
こ
わ
(
畏
)
い
も
の
で
あ
る
。
例

を
示
そ
う
。
「
家
貧
不
婚
妻
」
と
い
う
一
句
が
本
伝
に
あ
る
。
こ
の
五
文
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字
を
ご
く
ふ
?
っ
に
考
え
れ
ば
「
家
が
貧
し
か
っ
た
の
で
結
婚
し
な
か
っ

た
」
と
な
る
だ
ろ
う
。

楊
明
照
は
、
そ
の
よ
う
に
表
面
的
な
俗
考
を
し
な
い
。
こ
の
句
の
前
句

「
紙
早
孤
、
篤
志
好
学
」
と
脱
み
合
わ
せ
て
次
の
よ
う
に
考
え
る
「
按
舎

人
早
孤
而
能
篤
志
好
学
、
其
衣
食
未
至
空
乏
、
巳
可
概
見
。
而
史
猶
称
為

貧
者
、
葦
以
其
家
道
中
落
、
又
早
喪
父
、
生
生
所
資
、
大
不
如
昔
耳
。
非

即
家
徒
壁
立
、
無
以
為
生
也
。
如
謂
因
家
貧
、
致
不
能
婚
妻
、
則
更
惇
臭
、

無
徴
不
信
、
試
挙
史
実
明
之
」
「
思
う
に
劉
献
は
、
早
く
父
を
失
い
な
が

ら
も
学
問
に
精
進
し
え
た
の
は
、
衣
食
に
事
欠
く
程
で
は
な
か
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
な
の
に
史
書
に
貧
乏
と
書
い
て
い
る
の
は
、
家
が
中
途
で
没

落
し
て
し
ま
い
、
ま
た
早
く
に
父
が
亡
く
な
っ
た
の
で
、
日
常
の
資
用
が

以
前
ほ
ど
で
は
な
く
な
っ
た
と
言
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
赤
貧
に
し
て

生
活
で
き
な
い
と
い
う
の
で
は
な
い
。
も
し
家
が
貧
し
か
っ
た
の
で
嫁
を

貰
え
な
か
っ
た
な
ど
と
解
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
違
う
。
こ
の
論
証
に
史
実

が
な
く
信
じ
な
い
と
い
う
な
ら
、
例
を
挙
げ
て
明
証
し
よ
う
。
」
と
。
か

く
て
彼
は
『
宋
書
」
『
南
斉
書
』
「
梁
書
」
か
ら
四
名
の
本
伝
を
引
き
こ
う

言
う
「
彼
四
人
者
、
皆
非
寒
素
。
其
不
婚
妻
、
固
非
為
貧
也
。
而
謂
舎
人

之
不
婚
妻
、
純
白
家
貧
、
可
乎
?
或
又
以
居
母
喪
為
説
、
亦
復
非
是
。

因
三
年
之
喪
後
、
の
未
婚
要
也
」
「
こ
の
四
人
は
素
寒
貧
で
は
な
い
。
な

の
に
結
婚
し
な
か
っ
た
の
は
、
も
と
よ
り
貧
し
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

せ

い

で
あ
れ
ば
劉
拙
が
結
婚
し
な
か
っ
た
の
は
、
貧
乏
だ
け
の
理
由
だ
と
言
え

る
だ
ろ
う
か
。
母
の
喪
に
服
し
た
か
ら
だ
と
い
う
説
が
あ
る
が
、
こ
れ
も

ま
た
正
し
く
な
い
。
三
年
の
服
喪
期
聞
が
明
け
て
も
な
お
結
婚
し
て
い
な

い
の
だ
か
ら
」
そ
れ
で
は
劉
紙
は
な
ぜ
結
婚
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
?

と
い
う
こ
と
に
な
る
「
然
則
舎
人
之
不
婚
妻
者
、
必
別
有
故
、
一
言
以
蔽

之
、
日
信
仏
」
と
。
そ
れ
は
只
一
言
、
仏
教
信
仰
の
た
め
だ
/
と
楊
明
照

は
結
論
す
る
。
そ
の
例
証
を
彼
は
ま
た
次
に
挙
げ
て
く
る
。
劉
献
の
不
婚

の
事
実
が
何
の
故
だ
っ
た
の
か
は
、
現
代
に
あ
っ
て
は
誰
に
も
解
り
は
し

な
い
。
し
か
し
、
楊
明
照
の
博
引
傍
証
に
は
説
得
力
が
あ
る
。
学
問
研
究

に
於
け
る
実
証
学
の
醍
醐
味
が
あ
る
。
白
川
静
の
学
に
も
同
様
の
背
景
が

あ
り
、
脊
柱
が
ま
っ
す
ぐ
通
っ
て
い
る
。
無
徴
不
信
の
者
が
あ
れ
ば
、
前

掲
二
書
に
就
い
て
〈
道
〉
〈
徳
〉
の
二
字
、
〈
み
ち
〉
と
〈
の
り
〉
の
二
語

を
披
見
し
て
み
る
が
よ
い
だ
ろ
う
。
〈
道
徳
〉
な
ど
と
い
う
語
が
そ
の
根

源
に
い
か
に
深
く
重
い
意
味
を
蔵
し
て
い
た
か
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
で
あ

ろ、っ。傍
道
に
外
れ
た
が
、
本
伝
に
よ
っ
て
劉
献
の
生
涯
を
簡
述
す
る
。
「
当

時
の
高
僧
で
あ
っ
た
僧
祐
の
下
へ
身
を
寄
せ
る
こ
と
十
余
年
、
仏
典
の
経

蔵
律
蔵
に
博
通
し
た
。
任
官
後
、
昭
明
太
子
の
愛
接
を
え
た
。
『
文
心
雌
龍
」

五
十
篇
を
著
し
、
古
今
の
文
体
を
論
じ
た
。
そ
の
書
が
完
成
し
て
も
世
人

の
称
讃
を
え
な
か
っ
た
の
で
、
時
の
政
界
文
壇
の
大
御
所
で
あ
っ
た
沈
約

に
そ
の
評
定
を
願
お
う
と
し
た
が
、
伝
手
が
無
く
、
彼
は
自
ら
そ
の
本
を

持
っ
て
沈
約
の
所
へ
行
き
、
そ
の
外
出
の
車
を
待
ち
、
直
接
お
願
い
し
た
。

そ
の
姿
は
物
売
り
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
沈
約
は
す
ぐ
に
そ
の
本
を
受
け
と

り
読
ん
で
大
い
に
こ
れ
を
重
ん
じ
た
。
そ
の
本
が
深
く
〈
文
理
〉
を
得
て

い
る
と
し
て
常
に
彼
の
坐
右
に
置
い
た
。
劉
紙
は
ま
た
〈
仏
理
〉
に
も
長

じ
た
名
文
章
家
で
も
あ
り
、
時
の
都
の
寺
塔
や
名
僧
の
碑
誌
の
文
章
も
依

頼
さ
れ
て
書
い
た
。
勅
命
に
よ
っ
て
慧
震
と
共
に
定
林
寺
で
仏
典
の
編
纂

を
し
た
。
そ
れ
が
終
わ
っ
て
出
家
得
度
し
、
名
を
慧
地
と
改
め
、
そ
れ
か
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ら
一
年
も
せ
ず
入
寂
し
た
」

劉
棋
の
生
卒
年
は
諸
説
あ
り
定
ま
ら
な
い
が
、
牟
世
金
の
前
掲
『
劉
腕

年
譜
葉
考
」
に
よ
っ
て
泰
始
三
年
(
四
六
七
)
丁
未
に
生
ま
れ
普
通
三
年

(
五
二
二
)
壬
寅
に
五
六
歳
で
卒
し
た
と
い
う
牟
説
を
引
い
て
お
く
。

九

「
劉
脱
「
文
心
離
龍
」
文
学
論
の
基
礎
概
念
の
検
討
」
は
、
こ
れ
よ
り

ほ
ぼ
十
年
後
に
書
か
れ
た
「
六
朝
美
文
論
」
と
併
読
さ
れ
る
の
が
望
ま
し

い
。
「
こ
の
論
文
(
前
記
の
も
の
)
は
高
橋
の
中
国
文
学
の
論
文
と
し
て

は
『
六
朝
美
文
論
」
と
並
び
出
色
の
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
門
外
漢
の
私

に
し
て
な
お
二
十
二
歳
で
こ
れ
だ
け
の
文
章
が
書
か
れ
た
意
味
の
大
き
き

は
わ
か
る
。
高
橋
が
学
者
と
な
る
道
の
は
じ
ま
り
は
こ
の
論
文
を
書
い
た

こ
と
で
い
わ
ば
保
証
さ
れ
た
と
い
え
る
」
と
川
西
正
明
は
『
評
伝
高
橋
和

巳
』
に
記
し
て
い
る
。
卒
論
と
「
六
朝
美
文
論
」
が
、
高
橋
の
中
国
文
学

論
と
し
て
は
出
色
の
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
、
と
い
う
川
西
の
指
摘
は
、

筆
者
も
当
を
得
て
い
る
と
思
う
。
通
史
的
に
広
い
視
野
か
ら
論
述
さ
れ
て

い
る
か
ら
そ
う
思
え
る
と
い
う
点
を
除
い
て
も
、
こ
の
二
作
は
確
か
に
力

作
で
あ
ろ
う
。
だ
が
「
六
朝
美
文
論
」
に
は
、
卒
論
ほ
ど
の
凝
縮
さ
れ
た

緊
張
感
は
希
薄
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
年
齢
を
重
ね
知
識
が
増
え
た
故

の
ゆ
と
り
と
だ
け
は
考
え
ら
れ
な
い
ゆ
る
み
を
筆
者
は
感
じ
る
。
卒
論
に

は
二
二
歳
の
気
負
い
と
と
も
に
時
を
十
分
に
費
や
し
た
末
の
整
斉
が
あ

る
。
若
年
に
し
て
は
不
思
議
と
さ
え
思
え
る
老
成
が
あ
る
。
そ
れ
を
才
能

と
い
う
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
高
橋
に
は
出
発
の
地
点
で
既
に
終
着
を
見

据
え
る
よ
う
な
天
性
の
才
が
有
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
『
悲
の
器
』
に

も
そ
う
い
う
雰
囲
気
が
感
じ
と
れ
る
の
だ
が
。

高
橋
に
は
「
『
文
心
離
龍
』
以
前
の
中
国
古
典
文
学
理
論
」
と
い
う
短

文
が
あ
る
。
拙
稿
付
に
既
に
紹
介
し
た
「
中
国
古
典
文
学
理
論
ー
ー
そ
の

二
つ
の
側
面
」
の
続
篇
な
る
も
の
で
あ
る
。
京
大
人
文
研
の
文
学
理
論
研

究
会
の
報
告
レ
ジ
ュ
メ
と
し
て
『
文
学
理
論
』
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
(
『
全
集
』
第
二
十
巻
所
収
)
そ
こ
に
は
も
う
二
つ
の
レ
ジ
ュ
メ
が
続

挙
さ
れ
て
い
る
。
「
劉
服
『
文
心
離
龍
」
の
文
学
論
」
と
「
想
像
力
の
問
題
」

で
あ
る
。
想
像
力
に
つ
い
て
の
ま
と
ま
っ
た
論
稿
は
書
か
れ
な
か
っ
た
の

で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
創
作
体
験
で
実
際
に
生
か
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
挙
げ
た
四
篇
は
レ
ジ
ュ
メ
だ
か
ら
量
は
そ
れ
ほ
ど
な
い
が
、
こ
れ
だ

け
内
容
の
濃
い
レ
ジ
ュ
メ
と
い
う
の
も
そ
う
は
な
い
と
思
え
る
。
「
想
像

力
の
問
題
」
な
ど
は
、
そ
の
章
節
に
肉
付
け
が
な
さ
れ
論
説
が
展
開
さ
れ

て
い
た
な
ら
相
当
に
高
度
な
哲
学
論
文
が
仕
上
が
っ
て
い
た
に
違
い
な

い
。
『
文
心
雌
龍
』
以
前
の
中
国
古
典
文
学
理
論
を
四
期
に
分
け
、
川
先

秦
文
学
圏
B
C

二
o
o
-
-
B
C
三
O
O

凶
漢
代
文
学
園
B
C
三
O
O

-
-
A
D
三
0
0
ω
貌
晋
文
学
園
A
D
三
o
o
-
-
A
D
四
0
0

凶
南

朝
文
学
園
A
D
五
O
O
l
l
A
D
七
O
O
と
す
る
。
文
学
史
に
沿
う
た
も

の
で
あ
る
。
同
に
は
こ
う
あ
る
。

「
南
中
国
の
華
麗
温
和
な
自
然
の
中
で
、
文
人
集
団
は
貴
族
の
保
護
の

も
と
で
サ
ロ
ン
化
し
、
自
然
内
自
我
解
放
と
し
て
文
学
を
た
の
し
む
気
風
、

及
び
そ
の
理
論
づ
け
が
生
ま
れ
る
。
一
方
仏
教
が
イ
ン
テ
リ
社
会
に
漆
透

し
、
玄
論
、
す
な
わ
ち
仏
教
教
義
の
哲
学
的
解
釈
の
盛
行
と
、
そ
の
講
座

の
盛
行
が
あ
り
、
文
学
批
評
も
い
き
お
い
集
団
討
議
的
と
な
る
。
集
団
討

議
的
に
ア
ン
ソ
ロ
ジ
1

(文
選
)
が
編
纂
さ
れ
、
ジ
ャ
ン
ル
は
確
定
、
批
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評
基
準
も
安
定
し
、
ま
た
イ
ン
ド
言
語
学
の
影
響
で
詩
学
も
完
成
す
る
(
沈

約
・
八
病
説
)
、
鍾
蝶
の
詩
品
、
劉
腿
の
文
心
雌
龍
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体

裁
上
及
ぴ
文
学
論
に
個
性
を
も
ち
つ
つ
も
、
こ
う
し
た
雰
囲
気
の
中
で
、

以
上
に
の
ベ
た
過
去
の
諸
傾
向
を
貧
欲
に
の
み
こ
ん
で
完
成
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
」

「
文
心
雌
龍
』
が
産
み
出
さ
れ
た
時
代
の
背
景
が
簡
潔
に
述
べ
ら
れ
て

い
る
。南
朝
文
学
圏
を
論
じ
る
時
、
絶
対
に
見
落
と
し
て
な
ら
な
い
の
は
〈
自

然
〉
が
い
か
に
当
時
の
文
人
た
ち
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
か
と
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
東
晋
の
渡
江
以
来
、
索
莫
寒
冷
の
北
の
自
然
と
は
異

な
る
華
麗
温
和
な
南
の
自
然
を
見
た
文
人
た
ち
の
詩
心
の
躍
動
は
想
像
に

難
く
な
い
。
一
一
一
園
、
西
晋
の
時
代
の
詩
は
、
東
晋
の
玄
言
詩
を
通
っ
て
山

水
詩
へ
と
花
開
く
の
だ
が
、
こ
こ
に
は
詩
経
以
来
の
比
興
的
用
法
と
し
て

の
自
然
が
後
退
し
て
、
自
然
が
自
然
そ
の
も
の
と
し
て
詩
人
た
ち
の
眼
前

に
立
ち
顕
わ
れ
る
。
立
ち
顕
わ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
自
然
に
魅
せ

ら
れ
自
然
に
己
の
存
在
を
融
け
こ
ま
せ
て
い
く
詩
人
さ
え
出
現
し
て
く

る
。
劉
制
も
ま
た
『
文
心
離
龍
』
で
〈
自
然
〉
の
文
学
に
お
け
る
偉
大
さ

を
高
ら
か
に
歌
い
填
讃
す
る
。
文
章
(
文
学
)
発
生
の
根
源
を
自
然
に
原

づ
け
る
原
道
篇
。
文
章
創
作
の
絡
繰
の
機
微
を
自
然
を
対
象
と
し
て
位
置

づ
け
る
神
思
篇
。
文
章
創
作
の
素
材
の
宝
庫
は
自
然
だ
と
す
る
物
色
篇
。

原
道
・
神
思
の
両
篇
は
、
上
下
各
篇
の
冒
頭
に
位
置
す
る
重
要
篇
で
あ
る

こ
と
も
故
の
な
い
こ
と
で
は
な
い
。

自
然
の
存
在
を
対
象
前
提
と
し
な
い
文
章
(
言
葉
、
文
学
)
の
発
生
な

ど
劉
紙
に
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
人
類
が
い
か
な
る
経
過
に

よ
っ
て
コ
ト
パ
を
獲
得
し
た
か
は
、
本
当
の
所
、
誰
に
も
解
り
は
し
な
い
。

だ
か
ら
と
言
っ
て
根
源
を
つ
き
と
め
な
い
理
論
な
ど
砂
上
の
楼
閣
に
す
ぎ

な
い
。
吉
本
隆
明
が
、
『
一
言
語
に
と
っ
て
美
と
は
な
に
か
」
の
第
一
章
に
「
言

語
の
本
質
」
の
章
を
お
い
て
従
来
の
言
語
発
生
論
と
悪
戦
苦
闘
し
て
い
る

の
は
、
彼
は
彼
な
り
に
彼
の
理
論
の
根
源
を
つ
き
と
め
た
い
が
為
で
あ
ろ

、
「
ノ
。高
橋
は
劉
賦
の
方
法
論
に
つ
い
て
こ
う
記
す
。

「
劉
艇
の
方
法
は
こ
の
よ
う
に
(
前
掲
の
過
去
の
諸
批
評
論
へ
の
評
語
「
並

び
に
未
だ
よ
く
葉
を
振
い
て
以
て
根
を
尋
ね
、
澗
を
観
て
而
し
て
源
を
索
む

る
能
は
ず
」
を
指
す
|
|
筆
者
注
)
『
三
論
玄
義
』
の
、
「
源
究
め
ざ
る
無
き

は

じ

ゃ

を
以
て
、
群
異
方
め
て
息
み
、
理
尽
く
さ
ざ
る
無
く
し
て
、
玄
道
始
め
て

通
ず
」
を
思
い
お
こ
さ
し
め
る
否
定
性
を
武
器
と
し
た
根
源
化
へ
の
方
法

で
あ
っ
た
」
(
傍
点
は
筆
者
)
吉
本
学
の
方
法
論
も
そ
の
辺
り
に
あ
る
と

考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。

論
理
的
に
根
源
を
追
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
異
説
を
消
滅
さ
せ
て
仏
道

を
弘
通
さ
せ
る
と
い
う
『
三
論
玄
義
」
の
方
法
論
が
劉
献
の
方
法
論
で
も

あ
っ
た
、
と
高
橋
は
考
え
て
い
る
。
先
の
文
に
続
け
て
高
橋
は
ま
た
こ
う

も
記
す
。
「
そ
し
て
、
『
文
心
離
龍
』
の
基
礎
観
念
の
複
数
性
は
、
中
道
主
義
的

折
衷
の
乱
用
に
負
う
よ
り
も
、
根
源
掘
り
さ
げ
の
た
め
に
可
能
な
か
ぎ
り

先
入
見
に
と
ら
わ
れ
ま
い
と
し
て
精
神
と
宇
宙
の
根
拠
を
形
而
上
的
に
考

察
し
て
た
ど
り
え
た
原
理
の
相
対
性
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
の
方
法
は

仏
教
認
識
論
体
系
を
う
み
だ
し
た
方
法
と
共
通
し
、
彼
の
文
学
論
の
裏
付

け
を
な
す
形
而
上
学
は
『
周
易
』
二
元
論
の
系
統
を
引
く
。
そ
し
て
、
そ
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の
二
元
論
の
両
極
は
た
が
い
に
交
流
す
る
も
の
で
あ
っ
た
ゆ
え
に
、
あ
る

と
き
は
循
環
論
の
か
た
ち
を
と
り
あ
る
と
き
は
ま
た
弁
証
的
で
も
あ
っ

た」
『
周
易
」
な
る
書
は
、
天
地
自
然
宇
宙
の
根
本
的
秩
序
法
則
を
人
界
(
人

事
)
の
そ
れ
と
関
連
づ
け
ん
と
し
て
創
出
さ
れ
た
も
の
で
、
陰
陽
両
交
の

組
み
合
わ
せ
に
成
る
六
四
卦
の
卦
交
は
、
抽
象
的
形
而
上
学
で
は
あ
っ
て

も
、
そ
れ
が
一
旦
占
断
さ
れ
て
人
事
人
界
の
吉
凶
を
判
断
す
る
時
に
は
、

具
象
的
形
而
下
学
と
な
る
。
形
而
上
学
的
道
教
と
形
市
下
学
的
儒
教
と
も

に
こ
の
書
を
両
家
が
そ
れ
ぞ
れ
の
思
想
展
開
の
根
源
に
据
え
て
い
る
の

は
、
以
上
の
理
由
に
拠
る
。
漢
代
に
輸
入
さ
れ
六
朝
時
代
に
隆
盛
す
る
仏

教
も
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
形
而
上
学
的
道
教
と
そ
の
思
考
法
は
通
底
し

て
い
た
の
だ
が
、
時
の
国
家
権
力
が
儒
教
思
想
に
よ
っ
て
統
治
し
て
い
た

の
で
、
仏
教
を
儒
教
的
に
改
変
す
る
他
は
な
か
っ
た
。
そ
の
改
変
の
鍵
を

握
る
書
も
ま
た
『
周
易
」
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
ま
た
仏
教
原
典
が
漢
訳
さ

れ
る
に
当
た
っ
て
も
、
仏
教
経
典
中
の
抽
象
的
論
理
的
用
語
用
法
の
拠
り

所
は
『
周
易
」
中
の
用
語
用
法
が
多
か
っ
た
。
『
周
易
』
は
、
正
に
中
国

の
三
大
思
想
(
儒
・
釈
・
道
)
を
結
節
す
る
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
重
要
な

書
で
あ
っ
た
。
勿
論
劉
献
は
、
そ
の
三
教
に
相
当
深
く
通
じ
た
人
で
あ
っ

た
。
そ
れ
を
自
分
の
理
論
創
成
に
利
用
し
た
こ
と
は
、
高
橋
の
指
摘
を
待

つ
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。。

「
文
之
為
徳
也
大
突
、
与
天
地
並
生
者
何
哉
」
と
壮
大
な
疑
問
か
ら
『
文

心
離
龍
』
は
書
き
始
め
ら
れ
て
い
る
。
文
章
(
文
学
)
を
追
究
す
る
た
め

に
は
、
ま
ず
そ
も
そ
も
〈
文
〉
と
は
一
体
何
な
の
か
?
と
い
う
根
源
湖
追

が
彼
に
は
必
須
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
劉
制
の
根
源
化
へ
の
方
法
論
な
の
で

あ
る
。
そ
し
て
高
橋
の
学
問
研
究
の
方
法
論
も
そ
れ
で
あ
っ
た
。
高
橋
が

初
め
て
こ
の
一
句
を
読
ん
だ
時
の
己
自
身
と
の
共
感
、
心
の
ふ
る
え
の
よ

う
な
も
の
を
味
わ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
、
筆
者
に
は
解
り
す
ぎ
る
く
ら

い
解
る
気
が
す
る
。
「
高
橋
は
研
究
の
第
一
歩
に
お
い
て
、
個
別
具
体
的

な
作
品
論
や
作
家
論
形
式
を
と
ら
ず
、
普
遍
的
原
理
論
的
な
文
学
論
の
基

礎
概
念
の
検
討
と
い
う
作
業
を
試
み
た
。
い
わ
ば
彼
の
文
学
研
究
は
、
個
々

の
臨
床
例
か
ら
帰
納
し
て
普
遍
的
原
理
へ
と
遡
る
方
法
に
よ
っ
て
で
は
な

く
、
研
究
を
な
り
た
た
せ
る
基
本
的
な
体
系
と
価
値
基
準
を
さ
ぐ
り
、
そ

の
作
業
を
通
じ
て
自
ら
の
獲
得
し
た
批
評
の
基
礎
概
念
を
武
器
と
し
て
個

別
例
に
対
応
せ
ん
と
す
る
演
緯
的
方
法
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
に
よ
っ

て
、
は
じ
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
」
と
中
島
み
ど
り
は
「
中
国
文
学
者
と
し

て
の
高
橋
和
巳
」

1
原
理
論
検
討
か
ら
の
出
発
に
記
し
て
い
る
。
的
確
な

指
摘
で
あ
る
。
高
橋
が
学
生
時
代
に
熟
読
し
て
震
憾
さ
れ
た
と
告
白
し
て

い
る
埴
谷
雄
高
も
フ
ッ
サ
l
ル
も
劉
制
も
、
実
は
そ
の
一
点
に
お
い
て
結

節
連
通
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
、
と
ま
で
は
言
っ
て
も
ま
ち
が
い
で
は
な
い

と
思
う
。
埴
谷
が
自
己
存
在
H
自
同
律
存
在
に
執
揃
に
拘
わ
り
、
そ
れ
と

革
命
、
宇
宙
と
三
語
を
連
ね
て
自
分
の
全
仕
事
の
内
幕
を
自
己
分
析
し
て

い
る
こ
と
ま
た
フ
ッ
サ
l
ル
ほ
ど
自
己
意
識
の
根
源
追
究
に
心
血
を
注
い

だ
哲
学
者
は
か
つ
て
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
に
思
い
を
馳
せ
れ
ば
、
高

橋
の
方
法
論
も
お
の
ず
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
劉
純
も
ま
た
『
文

心
離
龍
」
五

O
篇
中
の
大
半
の
篇
の
書
き
出
し
を
こ
の
根
源
湖
追
の
演
鐸

法
に
よ
っ
て
始
め
て
い
く
。
一
例
を
挙
げ
よ
う
「
古
人
云
、
形
在
江
海
之

に
り
唱
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上
、
心
存
貌
闘
之
下
、
神
思
之
調
也
、
文
之
思
也
、
其
神
遠
失
」
と
『
荘

子
』
の
一
文
の
美
事
な
換
骨
奪
胎
の
想
像
力
に
つ
い
て
の
根
源
的
方
法
論

が
こ
こ
に
あ
る
。

「
文
の
徳
た
る
や
大
い
な
る
か
な
。
天
地
と
と
も
に
並
び
生
ず
る
は
何

ゆ
え
ぞ
や
(
高
橋
の
訓
読
で
あ
る
。
こ
の
大
時
代
が
か
っ
た
訓
読
法
に
本
書

冒
頭
文
に
対
す
る
高
橋
の
な
み
な
み
な
ら
ぬ
思
い
入
れ
を
見
て
と
れ
る
I
l
a
-

筆
者
注
)
に
始
ま
る
文
心
離
龍
は
、
宇
宙
自
然
は
本
来
美
し
く
、
そ
れ
故

宇
宙
の
精
髄
た
る
人
間
は
本
来
、
高
度
な
美
の
創
造
の
可
能
性
を
は
ら
む

と
い
う
独
特
な
理
論
で
お
し
て
ゆ
く
」
(
『
文
心
離
龍
』
以
前
の
中
国
古
典

文
学
論
)
独
特
で
は
あ
る
が
さ
し
て
奇
異
で
は
な
い
。
南
朝
の
文
人
た
ち

が
見
た
江
南
の
自
然
美
、
ま
た
西
洋
圏
は
い
さ
知
ら
ず
少
な
く
と
も
東
洋

圏
に
あ
っ
て
自
然
が
美
的
存
在
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
奇
異
で
な
い
ば
か

り
か
我
々
の
国
に
お
い
て
も
文
学
精
神
史
を
支
え
る
鍵
語
で
さ
え
あ
る
。

歳
時
記
に
は
、
そ
の
鍵
語
の
具
体
例
が
満
ち
溢
れ
て
い
る
。
文
章
(
文
学
)

の
美
の
根
源
を
自
然
の
美
に
求
め
る
の
は
理
の
当
然
と
さ
え
言
え
る
。
劉

献
の
論
証
を
も
う
少
し
聞
い
て
み
よ
う
。
な
ぜ
私
た
ち
が
自
然
美
に
触
発

さ
れ
て
文
章
(
文
学
)
を
産
み
出
し
た
の
か
を
。

玄
黄
色
雑
日
月
畳
壁
以
垂
麗
天
之
象

夫

〈

〉

〈

方
円
体
分
山
川
焼
締
以
鋪
理
地
之
形

此
蓋
道
之
文
也
。
黒
と
黄
の
交
色
に
よ
っ
て
天
地
が
円
方
に
分
か
れ
、
太

陽
と
月
は
玉
を
重
ね
た
よ
う
に
天
の
、
山
と
川
は
絹
布
の
模
様
の
よ
う
に

地
の
形
象
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
が
宇
宙
の
根
源
を
主
宰
す
る
道

の
具
象
化
の
文
彩
H
美
で
あ
る
と
。
天
地
が
生
じ
、
そ
の
聞
に
人
が
参
与

し
て
、
人
は
天
地
の
精
霊
の
集
ま
る
と
こ
ろ
だ
か
ら
、
天
地
と
合
わ
せ
て
、

〈
三
才
〉
と
い
う
。
ま
た
人
は
五
行
の
秀
気
を
享
け
て
い
る
が
故
に
天
地

と
と
も
に
息
づ
く
い
わ
ば
天
地
の
心
(
臓
)
で
あ
る
。
心
が
生
ま
れ
れ
ば

当
然
言
葉
が
起
こ
る
。
言
葉
が
起
こ
れ
ば
当
然
そ
の
言
葉
が
文
章
と
な
る
。

こ
れ
は
理
の
必
然
で
あ
る
と
。
「
故
両
儀
(
天
地
)
既
生
臭
、
惟
人
参
之
、

性
霊
所
鍾
、
是
謂
三
才
、
為
五
行
之
秀
、
実
天
地
之
心
、
心
生
而
言
立
、

言
立
而
文
明
、
自
然
之
道
也
」
は
そ
の
原
文
で
あ
る
。

〈
文
↓
心
↓
言
↓
文
章
〉
と
い
う
一
連
の
必
然
式
が
劉
棋
の
考
え
た
文

章
発
生
の
構
図
で
あ
っ
た
。
彼
の
国
で
は
こ
の
論
を
一
時
は
客
観
唯
心
論

と
称
び
、
自
然
美
が
人
為
美
を
創
出
し
た
も
の
で
あ
る
と
も
言
っ
た
。
こ

の
論
を
素
朴
粗
雑
に
過
ぎ
る
と
現
代
人
が
考
え
よ
う
と
も
、
生
命
と
言
語

の
発
生
の
根
源
さ
え
確
知
し
え
て
い
な
い
我
々
は
、
五

O
O年
ご
ろ
の
中

国
の
一
文
人
の
文
章
発
生
の
仮
説
に
耳
を
傾
け
る
し
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

む
し
ろ
人
類
の
美
的
感
性
に
よ
る
文
章
表
現
と
い
う
芸
術
様
式
が
自
然
美

に
触
発
さ
れ
学
育
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
自
体
、
現
代
に
あ
っ
て
も
な
お

的
外
れ
の
発
想
で
な
い
こ
と
は
承
認
し
て
も
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
そ
し
て
も
う
一
言
付
け
加
え
れ
ば
、
こ
の
発
想
は
美
し
い
し
夢
が
あ

る
。
高
橋
の
繊
密
な
ま
と
め
を
も
つ
い
で
に
見
て
お
き
た
い
。

「
劉
紙
は
ま
ず
、
宇
宙
の
性
霊
の
も
っ
と
も
秀
れ
た
凝
集
体
が
人
間
で

あ
る
と
い
う
前
提
か
ら
、
自
然
の
〈
理
〉
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
山
川
の
美

と
、
人
間
の
想
像
力
の
産
物
た
る
文
章
の
壮
麗
を
、
同
等
に
〈
自
然
な
も

の
〉
と
認
定
す
る
と
こ
ろ
か
ら
出
発
す
る
:
:
:
宇
宙
自
然
の
エ
ッ
セ
ン
ス

が
人
で
あ
る
ゆ
え
に
ま
た
、
人
間
の
諸
感
情
の
原
野
は
自
然
に
あ
る
と
考

え
て
い
る
」
(
劉
紙
『
文
心
離
龍
』
の
文
学
論
)
こ
れ
を
卒
論
の
方
の
文
章

か
ら
補
足
す
れ
ば
こ
う
な
る
。
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「
さ
て
『
文
心
離
龍
』
文
学
論
の
基
盤
で
あ
る
原
道
の
概
念
は
ど
う
い

う
理
論
を
へ
て
導
き
だ
さ
れ
た
の
か
を
ま
ず
あ
き
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な

そ

れ

ら
な
い
。
原
道
は
具
体
的
文
芸
史
や
実
際
の
作
品
批
評
の
検
討
か
ら
樹
立

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
と
、
(
無
関
係
で
は
な
い
が
)
そ
う
で
は
な

か
っ
た
。
そ
れ
は
既
存
の
形
而
上
学
(
人
は
性
霊
の
鍾
ま
る
所
↓
天
地
人

の
三
才
、
五
行
之
秀
な
ど
を
指
す
も
の
と
思
え
る
|
|
筆
者
注
)
に
そ
い
つ

つ
先
験
論
的
に
措
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
劉
紙
に
あ
っ
て
は
人
間
は
ま

ず
自
然
的
存
在
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
人
間
の
性
、

喜
怒
哀
楽
の
感
情
の
原
野
は
自
然
で
あ
り
、
自
然
と
宇
宙
に
遍
在
す
る
性

霊
の
も
っ
と
も
精
妙
な
凝
固
体
が
人
間
で
あ
る
と
彼
は
み
た
の
で
あ
る
」

少
し
長
く
な
る
が
も
う
少
し
高
橋
流
の
劉
拙
理
解
を
聞
こ
う
。

「
外
界
の
秩
序
が
主
体
の
理
性
の
活
力
の
源
泉
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

い
い
換
え
れ
ば
ち
ょ
う
ど
人
間
の
自
我
自
覚
が
他
者
の
自
我
を
触
知
す
る

こ
と
に
よ
り
成
立
す
る
よ
う
に
、
類
と
し
て
の
意
識
総
体
が
(
人
類
精
神

が
)
つ
ね
に
経
験
原
野
と
し
て
の
自
然
と
対
照
す
る
こ
と
の
自
覚
に
ほ
か

な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
ま
ず
適
応
的
存
在
で
あ
る
人
間
に
と
っ
て
は
、

そ
こ
に
樹
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
樹
の
姿
勢
が
美
し
い
と
い
う
意
義
づ
け
は
、
客
体
と
志
向
性
、

所
与
と
能
作
と
の
統
一
を
意
味
す
る
。
そ
う
し
た
適
応
性
が
行
為
や
表
現

を
産
み
だ
す
能
動
性
へ
と
転
換
さ
れ
る
過
程
を
、
自
然
に
お
こ
な
わ
れ
る

移
行
で
あ
る
と
し
た
こ
と
に
、
劉
脱
の
性
善
説
(
と
同
時
に
楽
天
性
)
を

読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
」

三
つ
の
文
章
を
挙
げ
た
。
そ
の
一
つ
は
、
先
に
引
い
た
「
性
霊
所
鍾
、

是
謂
三
才
、
為
五
行
之
秀
、
実
天
地
之
心
、
心
生
」
の
高
橋
の
解
釈
で
あ

る
。
も
う
少
し
簡
単
に
言
え
ば
「
人
は
天
地
の
心
で
あ
る
か
ら
、
天
地
自

然
の
美
に
感
応
す
る
の
は
必
然
だ
」
と
い
う
こ
と
。
そ
の
こ
は
、
先
掲
の

中
島
み
ど
り
の
高
橋
和
巳
の
学
問
研
究
の
方
法
論
の
言
葉
を
借
り
て
言
え

ば
「
原
道
篇
の
理
論
は
、
帰
納
的
で
は
な
く
(
無
関
係
で
は
な
い
が
|
|

高
橋
の
き
演
揮
的
で
あ
る
」
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
後
半
は
そ

の
一
に
同
じ
。
そ
の
三
は
、
人
は
自
然
に
対
し
て
適
応
性
を
持
つ
故
、
能

動
的
に
行
為
や
表
現
を
産
出
す
る
。
そ
れ
は
自
然
移
行
で
あ
り
、
そ
う
い

う
論
の
展
開
の
仕
方
に
劉
胞
の
性
善
説
と
楽
天
性
を
見
て
と
れ
る
と
。
唯

物
史
観
の
中
国
の
研
究
者
の
言
葉
で
再
言
す
れ
ば
、
そ
れ
を
〈
客
観
的
唯

心
論
〉
と
い
う
こ
と
は
先
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
た
し
か
に
劉
蹴
の
考

え
方
は
楽
天
的
で
あ
り
す
ぎ
る
よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し
劉
蹴
と
て
文
章

発
生
の
初
源
に
全
て
の
人
聞
が
、
自
然
を
対
象
と
し
て
た
や
す
く
文
章
表

現
を
な
し
え
た
と
考
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
感
情
の
原
野
が
広
漠
美

麗
に
眼
前
に
横
た
わ
っ
て
い
て
も
、
そ
れ
を
眺
め
れ
ば
す
ぐ
に
筆
を
把
り

す
ら
す
ら
と
文
章
に
出
来
な
い
の
は
今
も
昔
も
変
わ
り
は
し
な
い
だ
ろ

う
。
や
は
り
初
源
に
お
い
て
は
選
ば
れ
た
人
材
が
必
要
だ
っ
た
。
「
故
知

道
沿
聖
以
垂
文
、
聖
因
文
而
明
道
」
と
は
そ
う
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
故

ニ
知
ル
、
道
ハ
聖
ニ
沿
リ
テ
以
テ
文
ヲ
垂
レ
、
聖
ハ
文
ニ
因
テ
道
ヲ
明
ラ

カ
ニ
ス
ル
ヲ
」
〈
道
〉
と
〈
聖
〉
と
〈
文
〉
と
の
関
連
を
言
う
。
自
然
の

道
(
宇
宙
の
原
理
、
天
地
の
理
法
と
邦
訳
さ
れ
て
い
る
)
は
聖
人
に
よ
っ
て

文
章
化
さ
れ
、
聖
人
は
文
章
に
よ
っ
て
道
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
真
に

道
を
文
章
に
定
着
し
え
た
の
は
聖
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
文
章
こ
そ
が
後
世

に
伝
え
ら
れ
て
残
る
儒
教
の
経
典
で
あ
る
。
原
道
篇
に
続
け
て
徴
聖
篇
、

宗
経
篇
と
配
列
さ
れ
て
い
る
の
は
、
劉
献
の
以
上
の
考
え
方
に
因
る
。
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時
代
を
画
す
る
ほ
ど
の
新
し
い
考
え
方
も
、
あ
る
日
不
意
に
突
如
と
し

て
誕
生
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
一
つ
の
新
し
い
考
え
方
が
産
み
出
さ
れ
る

に
は
、
そ
の
回
り
や
そ
れ
以
前
に
無
数
の
そ
の
考
え
と
似
通
う
も
の
の
存

在
を
必
用
と
す
る
。
高
橋
は
、
自
然
山
水
の
た
た
ず
ま
い
に
鋭
敏
で
あ
っ

た
数
人
の
詩
人
の
名
を
挙
げ
て
い
る
。
謝
霊
運
、
陶
淵
明
、
院
籍
、
世
康
、

左
思
で
あ
る
。
竹
林
の
二
人
は
例
外
と
し
て
も
他
の
三
人
は
確
か
に
自
然

山
水
と
共
に
生
き
た
詩
人
で
あ
っ
た
。
「
さ
て
文
章
表
現
が
人
間
に
と
っ

て
必
然
的
事
態
で
あ
る
こ
と
を
劉
拙
は
そ
れ
よ
り
繰
返
し
て
主
張
す
る
の

で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
は
表
現
と
い
う
も
の
が
人
間
の
内
部
思
考
の
平

坦
な
疏
外
で
あ
る
と
か
、
水
の
高
き
が
低
き
に
流
れ
る
よ
う
な
物
質
世
界

の
因
果
律
そ
の
ま
ま
の
必
然
性
と
い
う
風
に
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は
決

し
て
な
か
っ
た
・
:
:
:
:
表
現
へ
と
向
か
わ
な
い
単
な
る
情
緒
や
感
傷
は
、

点
滅
し
て
は
か
な
く
不
安
定
で
あ
る
こ
と
の
諦
思
の
う
え
に
立
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
『
文
心
鵬
龍
』
一
篇
の
修
辞
学
を
支
配
す
る
・
:

:
個
人
の
思
惟
が
、
思
惟
主
体
が
消
え
て
も
思
惟
が
一
個
の
内
環
と
し

て
、
あ
る
い
は
そ
れ
が
星
の
よ
う
に
光
る
た
め
に
は
、
形
式
を
必
要
と
す

る
。
そ
の
点
滅
す
る
精
神
を
形
相
化
さ
れ
た
存
在
と
し
て
恒
久
に
存
続
せ

し
め
る
最
大
の
武
器
が
、
人
間
の
想
像
力
の
う
み
出
し
た
も
っ
と
も
高
貴

な
産
物
で
あ
る
「
言
語
」
で
あ
る
:
:
・
:
:
彼
の
『
文
心
離
龍
』
一
篇
の
制

作
の
意
図
も
、
孔
子
に
な
ら
っ
て
、
解
散
し
本
を
離
れ
た
文
体
を
整
備
す

る
こ
と
に
あ
っ
た
:
:
:
:
・
人
の
言
葉
が
人
間
性
の
必
然
に
よ
り
て
発
せ
ら

れ
構
成
さ
れ
た
と
き
に
の
み
存
在
の
価
値
を
も
っ
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

人
間
性
の
普
遍
・
必
然
と
は
道
徳
を
意
味
す
る
」

高
橋
は
「
文
心
鵬
龍
」
の
理
論
を
解
明
し
な
が
ら
、
〈
一
言
語
〉
や
〈
道
徳
〉

に
対
す
る
己
の
信
念
と
信
頼
を
熱
っ
ぽ
く
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う

い
う
言
い
方
が
高
橋
に
対
す
る
札
を
欠
く
な
ら
ば
高
橋
は
「
文
心
離
龍
』

と
い
う
書
か
ら
〈
言
語
〉
と
〈
道
徳
〉
に
関
す
る
深
い
啓
示
を
享
け
て
い

る
の
だ
、
と
言
い
換
え
て
も
良
い
。
「
表
現
へ
と
向
か
わ
な
い
単
な
る
情

緒
や
感
傷
は
、
点
滅
し
て
は
か
な
く
不
安
定
で
あ
る
」
と
い
う
一
文
を
そ

の
ま
ま
読
み
過
ご
せ
ば
「
そ
れ
は
そ
の
と
お
り
だ
ろ
う
よ
」
と
い
う
こ
と

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
彼
の
夫
人
た
か
子
さ
ん
の
『
高
橋
和
巳
の
思

い
出
』
の
「
作
家
の
奥
さ
ん
」
に
書
か
れ
て
い
る
彼
の
誇
大
妄
想
狂
(
高

橋
が
自
分
を
そ
う
言
っ
て
い
た
と
夫
人
は
書
い
て
い
る
)
で
夢
想
家
で
あ
る

の
に
少
し
も
行
動
家
(
作
品
に
仕
上
げ
る
こ
と
|
|
筆
者
注
)
で
な
い
実
態

を
知
る
者
に
は
、
胸
に
こ
た
え
る
。

情
緒
や
感
傷
や
妄
想
や
夢
想
や
が
思
惟
想
像
を
通
し
て
形
象
化
さ
れ
言

語
と
な
り
文
字
と
し
て
定
着
し
一
作
品
と
な
る
ま
で
の
真
の
苦
悩
を
知
っ

て
い
る
者
こ
そ
が
名
あ
る
詩
人
や
作
家
で
あ
ろ
う
。
中
国
の
長
い
歴
史
上
、

皇
帝
か
ら
一
文
人
に
至
る
ま
で
、
後
世
に
残
る
文
書
を
重
ん
じ
た
の
は
、

そ
れ
が
常
に
己
の
道
徳
律
と
密
接
に
関
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

戦
後
日
本
の
ア
メ
リ
カ
ナ
イ
ズ
さ
れ
た
社
会
風
潮
の
中
で
道
徳
・
倫

理
・
信
義
・
礼
節
は
地
に
墜
ち
た
が
、
高
橋
の
精
神
形
成
に
あ
っ
て
こ
れ

ら
が
い
か
に
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
か
は
、
彼
の
残
し
た
研
究
・
評

論
・
創
作
の
至
る
所
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
が
大
学
闘
争
に

荷
担
し
た
要
因
は
、
彼
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
ソ
ク
ラ
テ
ス
流
の
「
論
理

の
導
く
所
」
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
実
の
所
は
、
日
常
次
元
の
信
義
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や
礼
節
へ
の
固
執
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
筆
者
に
は
思
え
る
。
『
憂
欝
な

る
党
派
』
の
終
末
部
、
娼
婦
千
代
が
主
人
公
西
村
の
死
体
を
前
に
生
前
の

西
村
が
自
分
に
対
し
て
言
っ
た
言
葉
を
回
想
す
る
く
だ
り
が
あ
る
。

「
:
:
:
:
・
お
よ
そ
、
こ
の
世
は
生
き
る
に
値
い
し
ま
せ
ん
し
、
一
人
の

人
聞
が
何
を
考
え
た
と
こ
ろ
で
、
こ
の
世
の
中
は
ど
う
に
も
な
ら
ず
、
ど

う
に
も
な
ら
な
い
制
約
が
一
ぱ
い
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
、
し
か
し
や
は
り

人
間
に
は
守
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
信
義
や
礼
儀
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
を
守
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
少
は
生
き
甲
斐
を
感
ず
る
こ
と
が
で
き
な

く
も
な
い
ん
で
す
。
わ
か
り
ま
す
か
?
」

「
:
:
:
:
・
信
義
や
礼
節
は
何
も
そ
れ
だ
け
で
は
価
値
で
は
な
い
け
れ
ど

も
、
凡
人
が
人
間
ら
し
く
生
き
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
や
は
り
そ
れ
が
必
要

な
の
で
あ
り
、
そ
し
て
、
百
人
に
一
人
、
千
人
に
一
人
と
い
う
よ
う
な
偉

人
は
別
と
し
て
、
凡
人
が
礼
節
や
信
義
を
守
る
た
め
に
は
、
や
は
り
平
和

が
必
要
な
ん
で
す
。
ま
と
も
な
生
活
と
安
定
し
た
収
入
が
必
要
な
ん
で
す

ね
。
神
も
仏
も
お
そ
ら
く
存
在
し
な
い
で
し
ょ
う
け
れ
ど
、
ま
た
完
全
な

救
済
も
解
脱
も
な
く
、
人
間
の
悪
や
欲
望
は
永
遠
に
消
え
る
こ
と
は
な
い

で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
と
も
か
く
凡
人
が
、
人
の
も
の
を
盗
ん
だ
り
、
人

を
傷
つ
け
た
り
、
や
た
ら
に
姦
淫
し
た
り
し
な
い
で
す
む
世
の
中
ぐ
ら
い

は
、
神
仏
の
加
護
は
な
く
と
も
、
な
ん
と
か
人
間
だ
け
の
力
で
築
け
る
は

ず
な
ん
で
す
よ
。
わ
か
り
ま
す
か
?
:
・
:
:
:
」

引
用
文
だ
ら
け
で
甚
だ
恐
縮
だ
が
「
人
の
言
葉
が
人
間
性
の
必
然
に
よ

り
て
発
せ
ら
れ
構
成
さ
れ
た
と
き
に
の
み
存
在
の
価
値
を
も
っ
:
:
:
:
・
人

間
性
の
普
遍
・
必
然
と
は
道
徳
を
意
味
す
る
」
重
い
言
葉
だ
が
、
お
そ
ら

く
真
実
で
は
あ
ろ
う
。

「
わ
か
り
ま
す
か
?
わ
か
り
ま
す
か
?
」
と
娼
婦
千
代
に
鄭
重
に

語
り
か
け
る
西
村
の
愚
鈍
と
純
真
を
筆
者
は
こ
の
引
用
節
か
ら
想
像
す
る

が
、
そ
れ
は
ま
た
ど
こ
か
高
橋
の
人
格
と
重
畳
し
て
哀
し
い
ほ
ど
に
切
な

く
映
る
。
頭
の
中
は
、
古
今
東
西
の
哲
学
や
思
想
や
文
学
に
よ
っ
て
培
っ
た

理
性
や
理
論
で
充
満
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
高
橋
も
、
日
常
の
行
為
の
次
元
で

は
お
そ
ら
く
隣
人
へ
の
信
義
や
礼
節
に
必
要
以
上
に
気
を
使
っ
た
で
あ
ろ
う

こ
と
が
、
彼
の
友
人
や
先
輩
諸
氏
や
教
え
子
た
ち
か
ら
の
証
言
か
ら
理
解
で

き
る
。
「
生
き
て
生
活
す
る
と
は
そ
う
い
う
も
の
だ
よ
」
と
も
思
う
が
、
彼
に

は
ど
こ
か
い
つ
も
他
人
へ
の
配
慮
の
し
す
ぎ
が
あ
る
よ
う
に
も
思
え
る
。

恩
師
へ
の
敬
愛
ゆ
え
の
配
慮
、
友
人
ら
へ
の
一
方
的
な
友
情
と
信
頼
の

吐
露
、
そ
れ
が
裏
切
ら
れ
た
時
の
憂
欝
と
絶
望
か
ら
の
落
涙
と
悲
痛
。
教

え
子
か
ら
さ
え
そ
の
優
柔
不
断
を
指
摘
さ
れ
さ
え
し
て
い
る
。

頭
は
理
性
で
体
は
任
侠
世
界
に
近
い
ほ
ど
の
情
へ
の
の
め
り
込
み
。
日

本
の
知
識
人
が
大
学
闘
争
な
る
も
の
を
知
る
こ
ろ
ま
で
持
ち
つ
づ
け
た
自

己
矛
盾
を
彼
も
ま
た
存
分
に
持
っ
て
い
た
。
か
く
書
い
て
い
る
筆
者
自
身

も
ま
た
そ
れ
と
似
通
う
自
己
矛
盾
に
い
つ
も
大
き
く
引
き
裂
か
れ
て
い
る

自
分
を
感
じ
て
い
る
。
こ
の
日
本
的
心
情
は
、
現
代
に
お
い
て
は
過
去
の

遺
物
と
な
り
え
た
の
か
ど
う
か
は
、
筆
者
に
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
た
だ

わ
か
る
の
は
、
人
は
信
義
や
礼
節
を
欠
い
て
は
生
き
て
は
ゆ
け
な
い
と
い

う
こ
と
ぐ
ら
い
で
し
か
な
い
が
、
高
橋
の
過
剰
な
信
義
、
礼
節
の
人
格
に

よ
っ
て
創
出
さ
れ
た
創
作
や
評
論
や
学
問
研
究
の
世
界
は
、
も
う
再
び
日

本
の
若
者
の
聞
に
そ
の
正
当
的
位
置
を
占
め
る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
な
い

の

だ

ろ

う

か

。

(

未

完

)

〈

一

九

八

九

・

一

一

了

三

一

〉

(
あ
ん
ど
う
・
ま
こ
と
総
合
科
学
部
教
授
)
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